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一
粒
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と
つ
ぶ
に

　
　
　
心
を
こ
め
て

宝泉堂
宝泉堂本店  京都市左京区下鴨膳部町21
 ＴＥＬ.075-781-1051  日曜日・祝日定休
茶寮 宝泉 京都市左京区下鴨西高木町25
 ＴＥＬ.075-712-1270  水・木曜日定休
 　　　　  　（祝日の場合は翌平日へ振替）

宝泉 京都駅店 JR京都駅新幹線構内2階
 ＴＥＬ.075-693-9103

創業安政三年　世界文化遺産下鴨神社御用達

茶懐石
京料理

〒606-0801 京都市左京区下鴨宮河町62番地

老舗料亭　ウエディング
京の老舗料亭で、寿ぎの宴を
花嫁さまの笑顔に次いで、
おもてなしの心を伝えるのはお料理。
料理人が一品、一品
おもてなしの心をこめて
お慶びの日にふさわしい
お料理をご用意いたします。

少人数様から80名様まで、ご用意いたします。
（075）721-2008
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糺
の
森
の
草
木
も
緑
ま
ぶ
し
く
若
葉
芽
吹
き
、今
年
も
葵
祭

（
賀
茂
祭
）、御
蔭
祭
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
こ
こ

二
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
葵
祭
、御
蔭
祭
と
も
に

行
列
が
出
る
こ
と
は
な
く
、こ
れ
は
戦
後
の
昭
和
二
十
八
年（
一

九
五
三
）に
行
列
が
再
興
さ
れ
て
か
ら
は
じ
め
て
の
こ
と
だ
っ
た

そ
う
で
す
。た
だ
、下
鴨
神
社
か
ら
発
行
さ
れ
た『
世
界
文
化
遺

産　

賀
茂
御
祖
神
社　

下
鴨
神
社
の
す
べ
て
』を
み
て
み
ま
す
と
、

千
年
以
上
続
く
葵
祭
、御
蔭
祭
も
幾
多
の
歴
史
の
動
乱
と
無
関
係

で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。今
の
よ
う
な
華
麗
な
行
列
と

な
っ
た
平
安
時
代
初
期
、一
二
〇
〇
年
以
上
前
の
頃
か
ら
、現
代

ま
で
何
度
も
行
列
が
中
断
し
ま
し
た
。行
列
中
止
の
理
由
と
し
て

は
、今
回
と
同
じ
よ
う
に
疫
病
が
流
行
っ
た
り
、あ
ま
り
に
豪
華

な
祭
り
で
あ
っ
た
た
め
に
経
済
面
で
の
不
足
だ
っ
た
り
、な
に
よ

り
応
仁
文
明
の
乱
に
は
じ
ま
る
戦
国
時
代
や
、明
治
維
新
、第
二

次
世
界
大
戦
と
い
っ
た
戦
乱
が
主
な
原
因
だ
っ
た
よ
う
で
す
。幾

度
と
な
く
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
お
祭
り
で
す
が
、幾
度
と
な

く
そ
の
時
代
時
代
の
人
々
の
努
力
で
再
興
さ
れ
て
き
ま
し
た
。現

在
に
至
る
ま
で
葵
祭
、御
蔭
祭
が
続
い
て
い
る
の
は
、賀
茂
の
神

さ
ま
を
敬
い
信
じ
る
人
々
の
心
の
表
れ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、か
つ
て
は
世
界
で
最
も
人
類
を
悩
ま
せ
た
疫
病
に

天
然
痘
が
あ
り
ま
す
。し
ば
し
ば
世
界
各
地
で
大
流
行
し
、致
死

率
は
優
に
一
割
を
超
え
、そ
の
毒
性
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
の
恐
ろ
し
い
病
気
で
し
た
。日
本
で
は
疱
瘡
と

い
っ
て
、奈
良
時
代
に
大
陸
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
て
流
入
し
、そ

の
あ
ま
り
の
疫
病
の
猛
威
か
ら
奈
良
の
大
仏
を
聖
武
天
皇
が
造

立
し
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。そ
の
後
も
流
行
を
繰

り
返
し
、江
戸
時
代
に
は
御
蔭
祭
の
再
興
に
ご
尽
力
さ
れ
た
東
山

天
皇
も
疱
瘡
が
原
因
で
崩
御
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
ん

な
天
然
痘
も
昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）以
降
、日
本
国
内
で

の
発
生
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
）に
は

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
世
界
根
絶
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。人
類
が
こ
の
疫
病
を

克
服
で
き
た
の
は
、江
戸
時
代
中
頃
の
十
八
世
紀
、イ
ギ
リ
ス
の

医
学
者
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
ワ
ク
チ
ン
を
開
発

し
た
か
ら
で
す
。日
本
で
も
、江
戸
時
代
の
蘭
方
医
ら
が
ワ
ク
チ

ン
の
普
及
に
力
を
尽
く
し
、江
戸
幕
府
も
こ
れ
ら
を
後
押
し
て
、

そ
の
後
の
根
絶
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
ま
た
、ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬

が
開
発
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
は
感
染
が
お

さ
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。疫
病
が
お
さ
ま

れ
ば
、下
鴨
神
社
を
崇
敬
す
る
私
た
ち
の
出
番
で
す
。先
人
た
ち

が
し
た
よ
う
に
、再
び
お
祭
り
を
賑
々
し
く
ご
奉
仕
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

葵
祭 

御
蔭
祭
を
再
び

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、新
た
な
感
染
の
波
が
始
ま
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
、更
な
る
感
染
防
止
策

の
徹
底
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
左
記
の
祭
典・行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、縮
小
に
て
の
斎
行
と
い
た
し
ま
す
が
、万
全
の
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
、ご

参
列
の
皆
様
の
ご
健
康
、安
全
を
最
優
先
と
し
た
上
で
、出
来
る
限
り
諸
祭
事
を
例
年
に
近
い
か
た
ち
で
斎
行
い
た
し
ま
す
。

な
お
今
後
の
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
卒
、ご
理
解
賜
り
、皆
様
と
共
に
疫
病
退
散
を
祈
り
た
く
存
じ
ま
す
。

右
記
神
事・祭
典
中
は
参
拝
及
び
境
内
通
行
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
参
拝
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
月 

三
日 
（
火・祝
） 
午
後
一
時 

流
鏑
馬
神
事 
 

小
笠
原
流
以
下
奉
仕

五
月 

四
日 
（
水・祝
） 
午
後
一
時 

古
武
道
奉
納 
 

日
本
古
武
道
振
興
会
奉
仕

五
月 

五
日 
（
木・祝
） 
午
前
十
一
時 

歩
射
神
事 

 

小
笠
原
流
奉
仕

 

  

午
後
二
時 

詩
吟
奉
納 

 

静
吟
詩
堂
吟
詠
会
奉
仕

五
月 

七
日 
（
土
） 

午
前
十
時 

献
茶
祭 

 

裏
千
家
奉
仕（
拝
服
席
中
止
）

五
月 

十
二
日 
（
木
） 

午
前
九
時 

御
蔭
祭

五
月 

十
四
日 
（
土
） 

午
前
十
時 

堅
田
供
御
人
鮒
奉
献（
行
列
中
止
の
見
込
み
）

五
月 

十
五
日 
（
日
） 

午
前
十
一
時 

賀
茂
祭　
 

 

社
頭
の
儀（
路
頭
の
儀
中
止
）

 

  

 

走
馬
の
儀

 

  

 

狂
言
奉
納 

 

茂
山
千
五
郎
家
奉
仕

五
月 

十
六
日 
（
月
） 

午
前
十
時 

献
花
祭 

 

遠
州
正
風
奉
仕

 

  

午
後
二
時 

糺
能  

有
料
席　

三,
〇
〇
〇
円　

一
〇
〇
席（
立
ち
見
も
可
能
）

 

  

 

　
　

  

五
月 
二
十
二
日 
（
日
） 

午
前
十
時 

小
川
流
煎
茶
献
茶
祭 
小
川
流
奉
仕（
拝
服
席
中
止
）

前
売
り
な
し
　
当
日
受
付
の
み




